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が、《ラズモフスキー第3番》を選ぶとはやや意外だった。当然バルトーク

をプログラムの最後に置くことを想定していたからだ。だが、同じくフーガ

が作品の重要な鍵を握り、対照的な雰囲気を醸し出すこの2作品の相性は

彼らが考えるようにいいのかもしれないし魅力的だ。

　ドビュッシーは、彼らが最初に勉強し、最初に人前で弾いた思い出の

曲だそうだ。同時にハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンから20世紀

のバルトーク、ショスタコーヴィチへと繋がる弦楽四重奏の系譜の中で、

ある意味もっとも異端で斬新な、ドビュッシーのセンスと端倪すべからざる

才能を満喫できる作品でもある。

　クァルテット・インテグラのトッパンでの新たなツィクルスの幕開けに

まさにうってつけのプログラムが完成した。「このインテグラを聴かず

して、クァルテット・インテグラを語るべからず」といいたくなるような

記念碑的コンサートとなるに違いない。

プログラミング・ディレクター

西巻正史

　2023年5月のリゲティ生誕100年バースデーコンサートでの2夜に

わたる圧倒的なリゲティ全曲、同年10月のトッパンホール・バースデー

コンサートでのベルクと《死と乙女》での濃密なロマンティシズム…。

いずれもトッパンホールのお客さまに忘れ得ぬインパクトを与え、その

心をしっかり掴んだクァルテット・インテグラ。そのインテグラに年

1回、自分たちの活動の核となるコンサートをトッパンでやろうと提案

したコンサート・シリーズがいよいよ始動する。

　23年のリゲティの演奏を聴いた人はおそらく誰でも、彼らのバルトーク

をここトッパンホールで聴きたいと思ったことだろう。バルトーク・コン

クール優勝という経歴を掲げるまでもなく、彼らの活動の核には早くから

バルトークがいた。とりわけこの第5番は、時代を切り拓いていた作曲家

が一度立ち止まり、それまでの音楽との融合を図りながら独自の円熟路線

を歩むターニングポイントともいえる作品。加えてインテグラのメンバー

も「4人の持ち味が一番混じりあう曲」と語っている。

　バルトークを弾くなら、彼が弦楽四重奏曲を作曲するにあたって強く

意識していたベートーヴェンを一緒に取り上げようということは要請した


